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２）競技中の怪我については、本部等で応急処置を施すが、以降の通院等の補償は、大会時加入
の傷害保険適用範囲内とする。

３）ベンチ内及び競技施設内（指定された場所を除く）の喫煙は厳禁とする。また、相手チームへの
暴言、愚弄するヤジは厳禁とする。

４）※当該競技場を管理する区市町村が定めた「利用厳守事項等」を遵守すること。

５）※大会参加した選手等が終了後、体調不良となった場合は、大会主催者に連絡すること。

場外或いはファウル地域にあるファウルボールの試合球は、その球に近いベンチ側のチーム処理と
するが、互いに協力すること。

抗議は監督のみとする。※近づく際は、最低２ｍの距離を保つこと。

降雨または日没等で試合続行が不可能な場合は、3回以降を以て試合成立とする。なお、同点の
場合は抽選とする。

試合の結果に関わらず、次の試合のために両チームでグランドの整備を行うこと。

１）車両は所定の駐車場に駐車すること。駐車中の盗難・破損等の補償は、大会時加入の損害保険
適用範囲内とする。駐車台数に限りがあるので、なるべく相乗り等をして車両数の削減に協力するこ
と。

金属スパイク(セラミック製スパイクを含む）は使用禁止とする。
打者・打者走者・走者・次打者は両耳あてのヘルメットを着用すること。ベースコーチも両耳当ての
ヘルメットを着用すること。
捕手は、ヘルメット、スロートガード付マスク(JSA SGマーク有）、レガース及びプロテクターを着用す
ること。
試合中の腕時計・ブレスレット・イヤリング・ネックレス・ピアスのような身体の外に出て危険と思われる
装飾品の着用は禁止する。

原則として固定ベースとし、1塁はダブルベースを使用する。

東京都ソフトボール協会「女性委員会」大会規定および注意事項

2022年度（公財）日本ソフトボール協会オフィシャルルール及び大会特別ルールによる。
また、東京都ソフトボール協会および審判委員会ガイドラインに準拠する。

トーナメント方式
7回戦または70分の時間併用制とし、65分を超えた時点で新しいイニングに入らない。
当該回終了時、同点の場合は、抽選とする。ただし、制限時間内で7回が終了し同点の場合は、タ
イブレークを1回を限度に行い、以後は抽選とする。
決勝戦のみ８０分とする。
得点差コールドゲームは、オフィシャルルールを適用する。

監督1名、コーチ2名、スコアラー1名、選手25名以内とする。
監督・コーチ・スコアラーが選手を兼ねる場合は、必ず選手登録を行うこと。
なお、登録選手等の変更は、大会初日の2週間前までとする。これ以降の変更は認めない。

大会本部で用意する検定ゴム3号球（バットは3号のゴム・革ボール用、ゴムボール用）を使用する。
※ロジンバッグ（滑り止め）等は、個人管理のため、大会では、用意しない。

全員同色・同意匠のユニフォームとする。
ユニフォームナンバーは、監督30番、コーチ31番・32番、主将10番、選手は1番から99番とする。

各チームは、天候その他、各グランドの進行状況による開始時刻及びグランド等の変更に備え、試
合開始予定時刻の30分前に必ず選手全員が集合していること。

大会で用意する打順表にベンチに入る全選手をフルネームで記入し、第1試合のチームは、本部に
て内容確認済みの打順表を試合開始予定時刻の30分前に、第2試合以降は、自チームの前の試
合の3回終了時に当該競技場の審判員に提出する。
なお、トレーナー及びスコアラーがベンチ入りする場合は、打順表の欄外に氏名を記載する。

組み合わせ表の若い番号を1塁側とし、本大会に登録され、かつ打順表に記載された監督・コーチ・
選手・スコアラー・トレーナー以外はベンチに入ることができない。（乳幼児等の子どもについてもベ
ンチへの入場は禁止する。）トレーナーは、私服着用とする。
※新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインに基づき、「マスクの着用（プレー中の選手除
く）」、「ソーシャルディスタンス２ｍ（最低1m）を確保、困難な場合はベンチの外へ出ることを認め
る」、「声援や指示を出す場合は、対人距離に注意する」、「試合開始・終了時の整列及び礼は、ベ
ンチ前で球審の合図で行う」事とする。ベンチを退出する際、チームでベンチの消毒を行う。（消毒
液は、本部でも用意するが、各チーム持参すること。）

原則として行わない。

規定(親善)


